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鶏卵の構成形質の加齢に什う推移  
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摘  要  

卯構成を変化させる「］的で卵黄・卯川上の高牒え方向への選抜により得られたげJ鋭集けにお  

けるJjl偶に伴う卵構成彬暦の推移を，醐」能力（稚卵数や卯重）に対して缶植された巾敗鶏種  

と比較することで検討した   
川いた馴1甘 卯構成を変化させる目的で卵萌・卵白比に封L高および低訪向へ選抜された  

ト′胞レグホーン梓の24せ椚Hの2系統〔以卜 それぞれIlおよぴ1」系統），さらに，これらと  

比較するための「仙鶴掛Xおよび．1系統），それぞれ20、づ臣」」であるn採卵は，初産から約30  

川潮力で川回＝㌧たり各測定点での採卵は川カ、レら少なくとも2偶の卯を得た。本別究で分断  

Lた卵沌針鼠昭罰は，卵鼠卵殻弔．卵黄重，卵√揮および卯占・卵白比である。さらに卵√1は  

2m格「の金属メッシュで濃厚卵F］と水様牲卵白とに分離L，それぞれの重量を測定した二   

卵哉・卵白1七は日系続がすべての測定点において，他の系統より有恵に大きい伯で推移した，  

特に．l」系統は，穿＝＝鉦定点以降において．市販鶏種より小さい値で推移Lた。卵弔および卵  

殻童はすべての測定点において市販鶏椎が選抜系統より重く，初産時を除き，その差は市意  

（Pく0．05）であ一ノたり卵黄蚕は初郎巧のみ選抜系統が巾販鶏程より蚕かった机有意差は認め  

lちれなかっL∵卵白重ほ卵重とト」様に．市販実射童が選抜系統より青く．ほとんとの測定点でそ  

の差は自責であった＝ また．卵白重の変化は水様性恥′傾によると推察された′，   

巾阪鶏種の産卵は選抜系頗より早いH尉で開始され，初期の卵重の増加が欝Lく，その後l）  

1別口Lたい さらに．81哺・卯仁】比は第5から第6測定点以隠 卯売畏蚕は第3測定点以降はぼ・  

定の値を宣すようになるが．他の卯矧Ik彬質は加齢に伴う変イヒが大きく，鶏挿の特徴を止備に  

決定することは国難であると考えられる∴  
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を，それぞれHおよびL系統と喝す）。妾た，これら  

と比較するため市販鶏種であるJ系統およぴⅩ系統  

（各系統あたり20～30羽）を用いた（表1）。   

T8btel．Nu打沈伯rofht∋nS†0「拍Chlin8at¢aeh  
m8a＄uringstag8  

緒  

これまで産卵鶴の改良日韓は，主に轍や産卵率の  

増大にあり，種々の方法によぅて商業用鶴種が作出さ  

れてきた。その結熟現在でほそれらの形質に対して  

高車水準で改良口棲を達成している。さらに，高度に  

選抜育種したことにより，これらの形質に対しての改  

良は限界に達しているとされる。一見鶏卵を加工原材  

料とする食品加工兼者らにとって，鶏卵の卵構成およ  

び卵賀の特徴を正確に把握することは，卵の有効な利  

用を可能とし，採卵養鶏業者にとってほ，その卵構成  

や卵質が明らかである卵が，より付加的な価値遠偏る  

と思われる。このような観点から，採卵濁の改良は量  

的な形質から卵構成を含め，質的な形質への転勤‡重  

要であると考えられている（丁IussEINet．al．，1993  

光本・三軋1昭3）。   

MITSUもtOT（〕乱ndMIY¢SHl（1989）は．卵滞成を  

変化させる目的で．卵黄・卵白比の商および億万向へ  

逮抜し，卵黄香および卵白要を同時に変化させること  

が可能であることを明らかとし，卵構成が有意に異な  

る卵を生産する系統を作出した。また，三好・光本  

（19948．b）は卵筒底および卵割旨質構成が異なる鶏  

種が存在することを報告した。一方．加齢に伴い卵構  

成形質，掛こ，印章やその構成尊貴は大きく変化する  

ことが知られている（HURNIK et・81▲′1977；  

FLI£TごHlミRet．aI．，1981）。それゆえに，速抜ある  

いは改良に願し，いかなる時点での値をその測焉あ竃  

いは個体の代表値とみなすべきかが問題となろう占さ  
らに，、鶏卵市場においては，卵の重量が羊要な価格決  

定の要因であり，卵構成形質の加齢に伴う変化は経済  

的にも重要な課題である。   

本研究は，卵構成を変化させる目的で卵黄一卵白比  

の高低2方向への選抜により得られた閉鎖集団におけ  

る加齢に伴う卵構成形質の推移を，産卵能力（産卵数  

や卵垂）、に対して育種された市販鶏帝と比療すること  

で検討した。  

材料および方法   

り供鍍掬および飼♯管理   
本研究に用いた鶏群は．帯広畜産大学家畜育種学研  

究壷において，卵構成を変化させる目的で卵黄・卵白  

比に対し高および低方向へ選抜された白色レダホーン  
種の朗世代昌の2系線である（以下，商および低廉紘  

Me8SUrjng  
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いずれの系統も同様の飼養方法をとった。貯化後，  

段階的に4稽類の飼料を，水とともに不断袷廃した。  

勧綴期はパタリー式背樅器で（1区約5明弘3批］鰯  

でのデピーク後，中雛期は7－1口羽，大♯期は5～7  

羽の群飼いとし，成親潮ではl羽鋭いのケージで飼養  

した。  

2）採卵方法   

採卵は，初産から約都旧聞隔で11個行った。各測定  

点での採卵は1羽から少なくとも2個の卵を得た。産  

卵乱24時間以内に採卵し，約4℃の冷蔵庫内で一晩  

貯蔵した。なお，測定には異常卵（軟垂軋奇形卵，二  

貴卵およぴ′用1ゴ）を除き，肉眼的に正常卵のみ転用い  

た。  

3）卵積成形質とその測定および算出方法   

卵構成形質の測定は，以下のような手順で打った。  

卵垂を測定した後，卵殻滴黄および卵白を分照した。  

さらに．卵白ほ2m格子の金属メ・γシュで濃厚卵白と  

水棲佐和白とに分離し，それぞれの重量を測定した。   

なお，これらの卵構成形質はそれぞれの卵にづいて  

測定し．2卵の平均値を各測定点でのその鶏の植とし  

た。また，卵黄・卵白比は，卵黄垂／卵白垂Xl㈹で  

算出した。  

結果および考察  

卵黄・卵白比はH系統がすべての測定点において，  

他の系統より有意I事大きい値で推移した（図1）。L  

系統は．帯3測麿点以降において，市販鶏程より小さい   
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卵構成の加齢に伴う推移  193  

おいてL系統がH系統より有意に重く推移した。市販  

鶏樺は，初産後．約30Rまでの増加が人きく，約170  

日齢で市場の億準的な塩梅に適合（佐藤，1988）する  

値を示し，その後も増加した。Fl．1汀Cl川1ict．al，  

（1981）は加齢に伴い卵吾が増加することを報告した  

が．本研究で使用した4系統もそれと一致する傾向に  

あった。   

卵殻重の加齢に伴う推移を図2に示した。卵殻要は  

卵垂の推移と同様に．すべての測定点において市販鶏  

種が選抜系統より重く，その黄ば有意であった。選抜  

系統闇では，L系統がH系統より重く推移し，初産後，  

約30R以降ではその差が有意となった。巾販選種聞で  

は、J系統がⅩ系統より重く．その羞は有意であぅた。  

また，全系統において第2榔J定点まで明確な増加を示  

したが，それ以降．約0．5gの幅で推移した。この卵  

殻董の推移と，初夜複，約30日以降における卯垂の増  

加から．加齢に伴い卵殻摩の減少が推察された。この  

ことは破卵率の上界に関連するものと思われる（輯名  

部，1971）。   

図きに卵黄重と卵白垂の加齢に伴う推移を示した（，  

卵黄重は初産時のみ選抜系統が市販親権より葡かった  
が有意差は認められなかった。第2測定点以降では市  

販鶏確が重く推移L，ほとんどの測定点で有意差が認  

められた。選抜系統間では，初席時のみL系統が重かっ  

たが．その差は有意ではなく，初産後，約30日以降は．  

H系統が有意に重い植で推移した。また，若い日齢で  

値で推移したが，有意差の認められない刺定点があっ  

た。卵黄・卵白此が直接選抜形質であったことからも，  

HおよびL系統におけるこの推移は系統の特徴とされ  

うる。また，すべての系統において第5副定点以降で  

はそれぞれ近似した値で推移する傾l昌一にあった。   
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卵委はすべての測定点においで市取鶏挿が選抜系統  
より重く．初産時を除き，その差は有意（p＜0．05）  

であった（囲2）。選抜系統間ではすべての測定点に  
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の増加が著しく，軍Rおよび第4測定点以降の増加は  

いずれの系鶴も少ないものであった（選抜系統で約2  

g，巾販鶏種で約4g）っ   

卵白重は卯重と同約こ，市販穂積が選抜系統より重  

く，ほとんどの測定点でその差は有意であった（1選抜  

系統間ではすべての制定舟こおいて，L系統が有意に  

重く推移した。市販親権閤でほ，J系統が重く推移し  

たが，有意差は認められなかった。   

このように．卵黄・即日比の大きいJ系統が．卵黄  

香および卯F′l看ともにⅩ系統より大きい値で推移した  

のに対L，選抜系統間では，卵黄竜でH系統が笥く．  

卵白垂でL系統が盲く推移Lた。これらのことは，卵  

藁・卵白比に対する選抜の効果であると推察されると  
と璽〕に，それぞれの系統の特徴とされうる。また，卵  

白量は初産後．約30］までの増加が著しいが，その後  

も卵黄吏での上別口に比較し‘て．卵垂の増加に比例した  

大きな変化を示したu   

ついで，卵白垂を磯厚卯l‘庵と水様憮卵帖席に分け  

て検討した〔図4）〔濃厚卵白垂はすペて¢〕測定ノ∴しに  

おいて巾敗鶏種が連接系統より重く，その差は有意で  

あった。選抜系統閑では，l．系統が有意に蔓く推移L  

た。市腋鶏種間では，すべての測定点において．有意  

差は認められなかった㌻，去た，濃厚卵白重は約300R  

齢から40（旧掛こおいて減少し，その後，再び増加す  

る様相を示した。本鰍こは記載しなかったが．同時に  

測定Lた濃厚卵∩■誓漆よび一般的に卯質の表示とLて  

問いられるハウユニットも3uO口齢から朋0日齢にかけ  

て顕著な減少が認められた。本研究ではこの期間が夏  

季に相当Lた、）これらのことから．季節の効果を考慮  

した検吉・摘†望まれる。   

水横昭瑚叶1萌は第3測定点以降．H系蹄のみが有意  

に小きい僻で推移Lた。すべての系統において，水棟  

性卵白電の推f引ま卵白章のそれに粕似し，濃厚卵「1頚  

の推移と汽なることより，卵r′憧の推移は，主に水棲  

性卵′「串に起関するものと推観きれる。また，⊥系統  

における水様座卵「1垂の値は巾敗鶏挿と同等の大きさ  

で推移した。このことほ，卯l‘l更における選抜の効果  

か，tに水様性卵白垂にあったことを示唆するもので  

あろう＝，   

以卜のことから，選抜系統は，巾敗鶏程より卵重が  

小きく，その卯構成が見なることが明らかになった。  

また！市販鶏嘩の楷卵は選抜系統より早い目嚇で開始  

され，袖耕♂）卵電の士鮒口が著しく，その後も稽加した。  

さらに，卵黄・卵白比は第5から第6測定点以降，卵  

殻環は第3拙走点以降ほほ・定の値を示すようになる  

が，他の卯構成形質は加齢こ伴う変化が大きく，鶏樗  

の特徴を正牒に決定することは困難であると考えられ  
る。それ故に仁卵構成形質に変動の少ない電停の造成  

が望まれる－  

1ト   
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